


症例報告　フレームワークシート　（2025年改良版）
積聚会

症例報告の抄録を書く準備として情報を整理するためのワークシートです。
各項目は症例報告チュートリアルの説明に対応しています。

症例の整理
今回の症例を症状・所見・介入・経過に整理してください
症状：４日前から回転性眩暈、吐き気→嘔吐１回、左・脇あたりに痛み

所見：第３・４頸椎間、両・下顎枝後面、左・日月穴あたりに圧痛

介入：左・日月穴あたりの圧痛部位に刺絡

経過：項部刺絡で変化なし。左・日月穴あたりの刺絡後は症状なし


〔従来との違い〕
症例のどの段階に〔従来との違い〕があるかを探してください
※この段階では〔従来との違い〕が複数あってもかまいません
前回の施術で項部刺絡を行ったが交通事故に起因する症状が残っている
（症状・所見・介入・経過）
シートベルト打撲による圧痛部位に刺絡を行った
（症状・所見・介入・経過）

（症状・所見・介入・経過）


〔新しい知見〕
自分の症例がどのパターンか分類してください
①予期せぬ変化を見た・②工夫を加えた・③珍しい病・④新しいやり方

自分のパターンにあわせて１つの文で説明して下さい
交通事故による症状が項部刺絡で解消されない場合に、シートベルトによる打撲に着目して刺絡を行ったら、症状が解消された

〔背景情報〕
〔背景情報〕を思いつく限り書いて下さい
問い＝まだわかっていないこと：項部刺絡を行っても交通事故に起因する症状が解消されない場合、気の偏りを是正するにはどのような手段を行えばよいか。
前提：既にわかっていること：交通事故による外傷が病の原因となりうる。特に頸椎捻挫の影響が大きい。
打撲部に刺絡は有効である。

〔自分なりの説明〕
〔新しい知見〕とした現象の理由や影響を考えてください
交通事故後に現れた症状が、シートベルトが当たると思われる圧痛箇所に刺絡をしたら現れなくなったから。

〔患者データ〕
症例の症状・所見のうち〔自分なりの説明〕で使用したものは？
事故の３日後から眩暈と吐き気。項部刺絡でも前述の症状は変わらず。
第３頸椎間と左・日月あたりに圧痛。
〔臨床データ〕
症例の介入・経過のうち〔自分なりの説明〕で使用したものは？
左・日月穴あたりの圧痛部位に刺絡後は症状がない。
左・日月穴あたりの刺絡後２日間は全身が筋肉痛のようだった。

〔既知の知識〕
〔自分なりの説明〕の参考になる知識（出典も）を書いてください
日月穴・胆経・肋間神経が眩暈に関連するという記載が見つからなかった。（『鍼灸甲乙経』、解剖書など）
日月穴付近はシートベルトが当たる部位である。打撲には刺絡が有効である。（読者にとって常識のため出典略）



〔結論〕
〔背景情報〕で挙げた問いについて分かったことはなんですか？
本症例は、シートベルト打撲への刺絡を行うことで、交通事故による症状を解消した可能性が高い。

〔課題〕
検証が不十分な部分や新たに気付いた問いはありますか？
治療後、２日間は全身に筋肉痛のような痛みがあった。
刺絡以外の手段でも効果があるかもしれない。
〔伝えたいこと〕
〔結論〕はどんな分野や状況でどのように役立ちますか？
役立つ分野や状況：交通事故による症状が項部刺絡で解消されない場合。

どのように役立つか：シートベルトによる打撲に着目することも有効かもしれない。
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